
臨
調

／／。

‘ト

あなたの本箱 Pl2 古

本の紹’介 ・新じいポ c
なかまたち p12 _. 

宮崎卓球部

’.， ー－

九一

昔動

事L

発行・朝日町役場

編集・総務課

富山県下新川郡朝日町
道下1133

No.378昭和62年
公（0765)83=1 1 0 0 

一年の無火災を願苛て
消防団出初め式刀、ら



・・・圃．

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
げ
議
案
を
可
決
・
承
認

町
道
泊
・
桜
町
線

ω年
度
石
工
の
用
地
買
収
費
予
算
化

昭
和
白
年
第

5
回
議
会
定
例
会
（
ロ
月
）
か
ら

昭
和
引
年
第

5
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
会
期
を
ロ
月
日

日
か
ら
剖
日
ま
で
の
9
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
、
開
会
日
の
日

日
に
は
提
案
さ
れ
た
は
議
案
の
提
案
理
由
説
明
や
細
部
説
明
が

行
わ
れ
、
翌
げ
日
に
は
上
程
案
件
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

そ
し
て
却
日
に
は
、
日
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に
わ
た
る

代
表
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
終
結
後
に
上
程
誠
実
な
ら
び
に

請
願

・
陳
情
は
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
幻
自
に
開
催
さ

れ
た
会
常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、

M
日
の
最
終
日
に
は
各
常
任
委
員
長
か
ら
委

員
会
で
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
討
論
を
経
て
表
決

8
れ
た

結
果
、
ロ
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

次
い
で
、
議
員
提
出
議
案
な
ど

5
議
案
が
追
加
上
程
さ
れ
、

質
疑

・
討
論
を
経
て
表
決
さ
れ
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
請
願
1
件
、
陳
情

9
件
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

採
択
6
件
、
継
続
審
査
3
件
、
審
議
未
了
1
件
と
な
り
ま
し
た
。

a，‘・・・－・--

－ 

． 

常

任

委

員

長

報

告

二

総

務

教

育

委

員

会

付
t
山
本
件
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ

制

mMm
的
に
取
り
机
ま
れ
た
い
。

2

特
別
長
H
内
在
人
ホ

l
ム

「わ
制
機

佑
」
の
人
肘
品
引
に
対
す
る
的
広
世
の

徴
収
に
あ
た
っ
て
、
他
町
に
居
位
す

る
同
居
以
外
の
扶
養
義
務
者
に
で
き

る
だ
け
波
及
し
な
い
よ
う
、
弾
力
的

な
辺
川
実
現
に
向
け
、
関
係
機
関
に

働
き
か
け
ら
れ
た
い
w

3

ぃ
米
隼
野
地
内
に
計
画
さ
れ
て
い

る
不
燃
焼
物
給
場
の
実
現
化
に
あ
た

っ
て
は
、
央
い
や
括
行
公
小
心
な
・
り
び

に
取
り
付
け
迫
刷
聞
の
わ
花
完
泌
を
品
じ

る
な
ど
、
諸
条
件
の
明
日
刷
会
』
凶
る
た

め
、
関
係
地
区
の
万
々
と
協
議
を
冊
以

ね
て
円
滑
な
が
業
以
行
に
努
め
ら
れ

た
い
4

泊
哨
院
の
経
常
健
全
化
に
向
け
、

計
例
泳
・
記
さ
れ
た

5
か
年
計
州
に
爪

づ
き
、
総
合
診
療
体
制
を
目
指
し
た

組
織
機
桃
の
見
直
し
な
ど
、
減
H
M
経

常
に
努
め
る
と
と
も
に
地
域
医
療
の

中
似
病
院
と
し
て
佐
民
の

μ舶
に
応

え
る
医
療
体
制
の
充
実
に
努
力
さ
れ

－－
、
。

ォ’lu
a
u曹陳
情
2
件
「
身
体
障
害
者
福
祉
に

つ
い
て
」、
「
悩
祉
的
動
の
助
成
に
つ

い
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
願
立
妥
当
と

認
め
、
採
択
に
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

産

業

建

設

委

員

会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
リ
、
可
決

・
欣
認
す

べ
き
む
の
と
決
し
ま
し
た

な
わ
ね
、
白
峨
ψ

次
官
計
上
伐
の
過
刊
行
で
次
の

削
広
明
立
見
が
あ
り
ま
し
た

れ
似
奈
の
と
わ
り
り
吋
決

・
最
小
必
す
べ

き
む
の
と
決
し
ま
し
た

な
お
、
必
仰
木
谷
伐
の
週
刊
で
次
の

－

m和
位
年
度
い
似
作
等
日
M
M
r
川
絞

め
配
分
内
心
が
さ
れ
た
と
ニ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
減
反
政
策
が
続

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
転
作

作
物
の
選
定
や
集
団
省
農
体
制
の
確

立
な
ど
州ほ
ん
か
育
成
の
た
め
、
関
係
機
関

と
称
術
な
述
般
の
も
と
に
適
切
な
行

代
表
工

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

．袋叫
k

な
u比
が
あ
り
ま
し
た
。

－

当
町
の
各
科
ス
ポ
ー
ツ
凶
休
の

的
動
が
年
々
充
実
し
て
き
て

い
ま
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
教
育
的
な
見

地
か
ら
、
活
動
助
成
の
増
額
を
前
向

き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

E

一
広
島
数
地
内
に
建
立
さ
れ
て

い

る
芭
蕉
旬
俳
は
、
文
化
財
お
よ
び
観

光
州
か
ら
J
れ
る
人
た
ち
も
多
く
、

川
辺
の
例
川
崎
将
備
会
同
り
、
川
女
令
ぃ
竹

内
に
努
め
ら
れ
た
い
e

3

行
政
改
市
の
，
山
と
し
て
、
現

ku
の
縦
割
機
怖
を
比
爪
し
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る
体
制
づ
く
り
を

前
向
き
に
検
討
さ
れ
た

い
。

A
崎

町
民
相
談
雫
は
、
住
民
が
気
楽

に
州
議
て
き
る
よ
う
地
ぷ
の
改
持
を

行
い

、
効
本
的
な
げ
仙
川
を
附
り
、
聞

か
れ
た
町
政
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た

・
hv5
議
会
か
ら
の
要
望
小
小
刻
等
に
対

す
る
処
理
結
果
及
び
検
討

・
抗
出
状

況
を
速
や
か
に
報
告
す
る
な
ど
、
打

て
ば
特
〈
町
政
の
強
化
に
努
め
ら
れ

た
い陳
情

2
n
「
北
削
鮮
川
辺
の

H
本

人
μ
止
の
安
．
小
川
判
例
併
比
ぴ
川K
H
川
り
に
附

す
る
品
川
凡
H
川
悦
山
に
つ
い
て
』
及
び

政
指
呼
に
努
め
ら
れ
た
い
。

a
州
制
l
件

「
消
勺
装
出
の
品
川
に

つ
い
て
」
及
び
隊
約
l
件
『
町
辺

・

下
殿
町
環
状
線
の
改
良
事
業
の
促
進

に
つ
い
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
願
意
妥

当
と
認
め
、
保
択
に
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

般
質
問
の
中
か
ら

ロ
月
議
会
で
は
、
日
人
の
議

員
か
ら

M
件
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
も
の

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

観

発

光

開

｛
同
崎
・境
海
岸
を
考
慮

北
限
向
述
’
H
動
市
道
は
仁

事
が
順
調
に
進
み
、
昭
和
日

年
の
前
半
に
朝
日

・
上
位
閉
め
開
通

が
チ
定
さ
れ
て
い
ま
す

治
ょ
に
開
通
し
た
尚
速
道
イ

ン
タ

ー
問
辺
の
市
町
村
で
は
、
自
然
民
側
統

を
生
か
し
た
新
し
い
観
光
開
発
に
取

リ
組
み
成
功
し
て
い
る
例
が
あ
り
ま

す
。
と
リ
わ
け
、
昭
初
日
年
に
完
成

し
た
点
北
山
円
動
ボ
巡
の
八
幡
必
・
の
イ

ン
タ
ー
川
辺
で
は
、
以
の
剛
院
光
開
発

公
社
に
よ
る
ス
キ

i
城
、
キ
ャ
ン
プ

場
、
ゴ
ル
フ
場
、
汗
少
年
の
家
な
ど

を
造
リ
、
部
会
の
小
中
学
生
を
含
む

鋭
光
杯
の
広
滅
的
な
拡
大
に
成
川本
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

質
問

当
町
む
こ
の
よ
う
な
観
光
開
発
に

取
り
組
む
考
え
が
な
い
か
、
お
聞
か

せ
願
い
ま
す

答

弁

北
附
円
動
車
道
樹
円

・
上

絶
問
の
附
泌
に
よ
り
、
内
川

は
問
点

・
附
耐
の
小
川
内
…
に
似
山
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
ご
指
摘
の
観
光
開

発
に
つ
い
て
は
、
宮
崎

・
涜
尚
作
を

前
向
き
に
FJ
え
て
お
リ
、
そ
の

一
郎

と
し
て
山
崎
駅
周
辺
の
向
鉄
遊
休
地

の
買
収
な
ど
観
光
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

r...；.品川 島

企年間20万人以上筋れる宮崎・縄海岸

「山
小
学
校
の
お
2
グ
ラ
ウ
ン
ド
蛇

張
に
つ
い
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
則
立

妥
当
と
認
め
、
保
釈
に
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
陳
情
3
件
「
県
文

化
財
指
定
に
伴
う
助
成
に
つ
い
て
」
、

「
国
家
臨
時
密
法
の
制
定
反
対
に
つ
い

て
」
、
「
非
倣
瓦
一互
に
つ
い
て
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
品
絞
め
状
況
を
勘
案
し
、

継
続
得
併
に
す
べ
急
む
の
と
決
し
ま

し
た
ω
さ
ら
に
、
陳
情

「忠
者
負
仰
を

m

大
さ
せ
る
必
人
保
健
法
等
の

一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
の
山
崎
案
等
に
つ
い

て
」
は
、審
議
米

f
と
な
リ
ま
し
た
。

環

境

厚

生

委

員

会

付
北
本
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
川
町
奈
の
と
お
り
、
，
川
，
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
書
官
査
の
過
程
で
次
の

要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

－

保
有
対
象
児
童
の
減
少
及
び
老

桁
化
し
た
保
有
所
の
改
築
問
題
等
を

勘
案
し
、
問
題
解
決
に
向
け
て
鋭
意

検
川
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
保
山
川
所

統
山
崎
ん
け
の
川
ハ
体
的
な
ぷ
本
づ
く
リ
に置装宮

司

消

己

た

遥
帽

え

－
邑

岨
唱

－
一泊

担

『

』一一
純

F

－J
F

a
 

当
町
で
は
消
古
装
置
の
設

凶
箇
所
J
U弘
Y

〈
、
地
下
水
の

似
水
H

，m
も
年
々

m大
し
て
お
り
、
そ

れ
に
伴
、7
地
下
水
位
の
机
下
や
地
懲

沈
下
な
ど
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
富
山
市
を
は
じ
め
他

の
市
町
村
で
は
、
地
下
水
の
現
状
把

山
慨
を
国
的
に
地
ド
水
観
測
井
を
設
け

て
い
ま
す
。
地
下
水
へ
の
依
存
度
が

高
い
翁
町
で
も
地
下
水
観
測
井
を
設

置
す
る
必
繋
が
あ
る
と
忠
い
ま
す
。

お
与
え
を
お
聞
か
せ
馴
い
ま
す

答

弁

批
丘
、
町
で
は
的
地
区
の

8
か
所
の
既
設
持
戸
を
利
崩

し
て
定
期
的
に
地
ド
水
位
を
測
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
で
む
独
自
に

地
ド
水
観
測
朴げ
を
l
か
ず
附
ぷ
出
し
て

い
ま
す
。

質
問

－
議
会
だ
よ
り
＠

可
決
さ
れ
た
も
の

補
正
予
算

（昭
和
引
年
度
）

朝
日
町

一
般
会
計
補
正
下
算

（部

5
号
）

州明日
町
国
民
総
成
保
険
特
別
会
計

補
正
千
算

｛第
2
サ）

例
日
町
凶
民
健
康
保
険
診
療
地
ぷ

成
珍
練
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（都
1
サ
）

朝
日
前
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号）

朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号）

制
U
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
補
正

f
算

（第
2
号
）

条

例

（
一
部
改
正
）

刷
N
町
治
会
議
以
の
鰍
酬
及
び
代

別
介
俄
帆
寸
に
附
す
る
条
例

制

u町
H
K
・
助
役
以
び
収
入
役
の

給
料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
費
支

給
粂
例

朝
日
町
教
育
安
員
会
教
育
長
の
給

料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
賀
支
給

条
例
削
日
町
の
判
以
の
給
与
に
関
す
る

条
例
そ
の
他

町
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
の
件

民
事
調
停
に
閲
す
る
件

議
員
提
出
議
案

国
民
健
康
保
険
制
度
に
対
す
る
都

道
府
県
負
担
の
導
入
以
対
に
関
す

る
立
比
苫

公
共
が
業
伐
の
同
州
補
助

nmwド

の
引
き
ド
げ
山
山
一
以
付
に
附
す
る

書調 ~t 見鋭意
先制~~ ft見
及鮮 J枠内
び姑カ
里遺 JI主
婦の HI 
り 日 持｜ー

に本 l検
閲人に
す袈 ｜苅
る のす
意安る
見否立

承
認
さ
れ
た
も
の

昭
如
引
年
度
明
U
町

一
般
会
計
補

正
F
符
（
第
4
サ
）

号室
面開

陳

’情

願

． 

採
択
に
な
っ
た
も
の

川
勺
袋
凱
の
設
的
に
つ
い
て

北
朝
鮮
帰
還
の
日
本
人
裂
の
安
ポ
内

調
査
及
び
里
帰
リ
に
附
す
る
意
見

得
提
出
に
つ
い
て

泊
小
学
校
都
内
L

グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
娠

に
つ
い
て

身
体
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

福
祉
活
動
の
助
成
に
つ
い
て

町
道
、
下
殿
町
田
崎
状
線
の
改
良
事

業
の
促
進
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

山
町
文
化
財
指
定
に
伴
う
助
成
に

つ

い
て
国
家
機
管
法
の
制
定
一反
対
に
つ
い

て非什怯山
H
．2
に
つ

い
て

審
議
朱
了
に
な
っ
た
も
の

忠
者
負
担
を

m大
さ
せ
る
毛
人
保

健
法
等
の

一
郎
を
改
正
す
る
法
律

案
の
雌
従
呼
に
つ
い
て

－
昭
和
白
年

2
月
号
＠



ご
指
摘
の
と
お
り
、
近
年
、
市
川
1a

裟
担
の
ぷ
荷
な
ど
で
地
下
水
の
利
用

が
増
大
し
て
お
り
、
今
後
は
安
定
的

な
地
下
水
の
保
全
と
樹
養
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
草
す

ー
と
ニ
ろ
で
以
で
は
、
川
川
口
町
な
ど

l
市

3
町
の
協
h
H

の
も
と
、
昭
和
的
凶

作
・
皮
に

m
m川γ
野
地
ド
水
通
正
防
水

批
判
州
併
を
行
・
つ
予
定
で
す
。

附
似
’
川
の
観
測
川
の
設
小
山
は
、
制
州

伐
の
解
析
結
山本
を
み
て
般
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
政
に
反
映

川
・
以
が
的
極
的
に

「
町
長

と
話
す
集

い
」
を
開
似
さ
れ

た
こ
と
は
好
評
で
し
た
が
、
要
常
事

項
が
何
件
あ
り
、
そ
札
に
対
す
る
解

消
事
項
が
何
件
あ
り
ま
し
た
か
。

と
一
つ
り
す
の
も
、
川
小
川
小
乍
校
前

の
川
畑
ネ
跡
地
の
駅
地
が
講
じ
ら
れ
て

い
な
く
、
紙
背
も
あ
ま
リ
必
波
と
し

な
い
だ
け
に
い
怠
に
何
処
し
て
い
た

た
き
た
い
と
叫
い
ま
す

答

弁

以
は
、
川
政
執
行
に
あ
た

り、

町
民
水
位
の
立
場
に
基

づ
き
多
く
の
ご
意
見
を
作
聴
し
、
立

点
引
な
ご
立
け
ん
を
町
政
に
以
映
さ
せ
る

な
ど
町
民
の
怖
さ
ん
と
叫
ん
に
笑
い

比
ハ
に
拭
け
る
川
か
い
心
の
は
泌
う
町
政

を

H
僚
に
、
九
地

K
で叫川

ω川
の

話

す
出
い
t

を
山
川
附
い
た
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
，

そ
の
結
袋
、

質
問

細
か
い
要
望
J
U
今
H

A幻

行
政
指
渇
す
る
考
え
が
な
い
か
お
寸

ね
し
ま
す
。

答

弁

地
ド
水
に
つ
い
て
は
、

2

年
前
に
公
表
し
た
安
全
防
水

口一一は

1
日
当
リ

4
6
、
6
0
0ト
ン
で

現
防
水
量
は

3
4
、
1
0
0ト
ン
、
今

後
の
開
発
可
能
水
は
は
1
2
、
5
0
0

ト
ン
と
い
う
制
在
結
果
を
踏
ま
え
、

地
下
水
の
保
全
に
努
め
て
き
ま
し
た

そ
ニ
で
、
現
状
把
川
憾
の
た
め
に
昭

利
昭
年
度
に
川
部
一
千
針
地
ド
水
適
圧

防
水
M
M
湖
上代
が
行
わ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
地
ト
水
の
問
題
は

深
刻
に
長
け
と
め
て
お
り
、
今
後
の

般
討
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅
の
建
て
替
え
な
ど

質

問

昭
和
臼
年
度
の
予
算
ト編
成

時
期
を
迎
、
ぇ
、
凶
や
川
県
の
認

心
中
見
込
み
が
業
の
う
ち
昭
初
旬
年
度

～匝
司

.建て替えを予定する町営住宅団地

て
多
く
の
要
叫
し
を
交
け
ま
し
た
が
、

そ
の
克
地
の
際
に
は
、
区
以
さ
ん
を

辿
じ
て
刷
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
ご
指
摘
の
川
小
川
中
川
子
校

以
主
跡
地
の
快
地
に
つ
い
て
は
、
チ

昨
的
な
こ
と
J
U
あ
り
主
総
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
ぃ米
市
称
早
々
に
料
相
地
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
料
の
値
上
げ

一

現
行
水
準
に
努
力

一

r
i
l
l－
I
l
l
1
1
1
11

1

1

1

1

1

1

l

l－
－
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質

問

「
地
打
公
共
同
体
の
は
行

機
関
が
国
の
機
関
と
し
て
行

う
事
務
の
整
思
及
び
合
理
化
に
閲
す

る
法
作
集
」
で
は
、
保
育
行
政
な
ど

機
附
委
任
が
は
仰
を
川
体
委
任
事
務
に

移
行
す
る
内
谷
に
な
勺
て
い
ま
す
が
、

昨
年
、
社
会
制
祉
施
設
等
の
補
助
令

が
8
捌
か
ら
7
川
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

今
年
は
さ
ら
に

7
訓
を
5
訓
に
削
減

さ
れ
る
な
ど
地
打
公
共
同
体
に
と
う

て
厳
し
い
財
政
い
や
怖
を
余
儀
な
く
さ

に，

r円
心
さ
れ
る
新
制
胤
が
業
の
概
．仙択
を

お
聞
か
せ
断
い
ま
す
。

答

弁

例
日
附
新
総
A
H
什
耐
を
法

本
に
が
業
の
優
先
度
や
以
急

性
を
柏
ト企
し
、
同
凶
作
サ
伎
の
新
規
事
業

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
卒
業
と
し
て
は
、「
快
適

で
住
み
よ
い
ま
ち
」
づ
く
り
を
自
治

し
た
無
宮
市
u
街
づ
く
り
め
業
の
二
胤

で
あ
る

「
山
中
J

生
活
倒
野
倫
事
業
」

な
ら
び
に
「
町
営
hM宅
建
佐
が
業
」

さ
ら
に
「
活
気
に
満
ち
た
魅
力
あ
る

ま
ち
」
づ
く
リ
を

n帰
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
モ
デ
ル
事
業
」
な
ど
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
叉
周
辺
の
整
備
」

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を

北
又
周
辺
が
発
電
工
事
に

伴
い
、
以
前
と
見
違
え
る
ほ

ど
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ど
の

よ
う
に
川
州
、
開
発
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
数
年
前
に
ト
ラ
ヴ
ク
転
泌

が
似
を
起
こ
し
た
林
道
で、
4

一
位
と

あ
の
よ
う
な
し人
惨
併
を
発
生
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
林
巡
の
竹
烈
を
ど
の

よ・
7
に
し
て
い
く
の
か
、
考
え
を
お

聞
か
せ
刷
い
た
い
。

答

弁

ご
存
知
の
よ
う
に
、
北
又

周
辺
は
固
有
林
野
で
あ
り
、

ま
た
、
制
口
県
立
自
然
公
同
に
指
定

さ
札
て
い
ま
す
。

－
」
れ
ま
で
北
限
定
力
の
齢
化
後
・
冗

丁
L
V
に
介
わ
せ
、
協
力
て
が
と
し
て
保

体
八
ム
川
、
州
地
、
キ
ャ
ン
フ
川
句
、
少

質
問

A各地区で開催された「町長と話す集しり

れ
て
い
ま
す
＠

加
え
て
、
保
有
料
の
川
陥
没
者
向
刊

が

一
層
強
化
さ
れ
る
内
容
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
巧
え
て
お
ら
れ
る
か
、
お
聞
か
せ

制
い
ま
す
。

答

弁

ご
指
摘
の
い
わ
ゆ
る
行
不

一
日
刑
法
案
は
、
同

・
以
か
ら

川
制
な
内
山
合
の
通
述
を
A
hE

け
て
い
ま

せ
ん
が
、
川
ん
市
悩
祉
法
の
改
正
友
に

よ
る
と
、
始
直
す
る
主
体
が
市
町
村

長
へ
の
委
任
か
ら
市
町
村
の
事
務
と

し
て
位
前
づ
け
ら
れ
る
内
谷
に
な
勺

て
い
ま
す
b

な
お

似
有
料
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
水
本
を
紘
符
す
る
よ
う
努
h
H
し

た
い
と
々
え
て
い
ま
す水
｜
釦
」

新
総
合
計
画
の
中
で

一

質

問

削
日
町
新
総
介
計
州
に
｜

水
道
の
必
安
性
を
仰
向
げ
で
あ

り
ま
す
が
、
快
晴
池
で
住
み
よ
い
町
に

す
る
た
め
に
は
、
地
下
水
の
沿
水
川

凶
呼
に
付
処
し
た
上
水
辺
が
必
。
収
不

吋
欠
と
思
い
ま
す

い

つ

ご

ろ

失
地

さ
れ
る
の
か
。

・6高．．． ” 
1 ～4 事

』

F

大
切
な
水
道

地
な
ど
を
核
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。さ
ら
に
、
本
年
4
月
に
休
針
げ
の

「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
必
」
に
折
・注

さ
れ
、
今
後
、
自
然
保
温
を
ポ
慌
し

な
が
ら
し
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
繁
備
を
図
り
た
い

と
々
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
指
摘
の
林
道
管
理
に
つ

い
て
は
、
現
夜
、
営
林
署
の
管
理
す

る
越
道
峠

・
北
又
聞
は
、
一
般
市
酬

の
品
取
り
入
れ
が
祭
比
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
迫
路
安
全
地
4
h
d
b」
税
制

し
、
．
舵
餅
肢
に
向
け
て
努
ね
し
た

い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

慎
重
に
取
り
組
む

聞
か
れ
た
町
政
の

一
環
と

し
て
の
怖
報
公
開
制
度
は
、

以
ド
で
ら
隣
町
の
人
枠
町
で
実
地
さ

れ
、
山
川
山
山
で
は
位
年
度
か
ら
の
克

質
問

ま
た
、
町
の
将
米
民
叫
し
を
則
東
し

た
ド
ポ
道
の
必
要
性
も
…怖
感
し
て
お

り
、
具
体
的
な
災
施
計
画
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答

弁

当
町
で
は
、
小
川
水
は
地

．r水
に
依
介
し
て
お
リ
、
近

年
、
水
街
裂
の

m大
に
よ
り
、
沿
水

期
に

一
部
の
’
円
・
家
用
介
戸
で
川
沿
呪

仙
棋
が
永
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
水
道
の

必
川
女
性
は
ト
U
H
爪
知
し
て
い
ま
す
が
、

膨
大
な
事
業
費
を
必
要
と
す
る
た
め
、

新
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
笑
現
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ド
水
道
に
つ
い
て
も
多
制

の
代
川
を
賀
す
る
た
め
、
川
の
財
政

ギ
怖
か
ら
早
急
な
実
胞
は
同
総
で
あ

り
、
当
日
山
は
市
山
地
排
水
路
税
制
や

山
主
民
治
初
水
恒
砂
市
干
の
山
川
州
策
正

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
3
期
山
村
wm興
が
お
に

よ
る
剛
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン

ド
幣
怖
が
業
は
、
引
街
中
山
か
ら
日
年

役
ま
で
の

3
か
年
計
阿
と
な
っ
て

い

ま
す
が
、
観
光
開
発
の
は
大
を
図
る

に
は
、
一
地
方
自
治
体
の
限
ら
れ
た

川
似
の
中
で
は
効
中
的
な
観
光
州
発

が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
e

そ
こ
で
、
第
3
セ
ク
タ
ー
方
式
を

得
入
す
る
与
え
が
な
い

か
お
聞
か
せ

酬
い
ま
す

答

弁

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

Mm備
い
や
ま
は
昭
和
臼
年
度
に
完
成
す

質
問

地
が
，
T
内
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぶ
・
町
で
も
、
新
山
川
合
が
完
成
し
た

こ
と
で
も
あ
リ
、

附
M
W
公
開
制
山
を

導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

答

弁

ご
指
摘
の
情
報
公
開
制
度

は
、
災
地
で
き
る
よ
う
所
要

の
措
逝
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

リ
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
識
と

の
削
係
や
尖
崎
市
町
の
夫
態
を
調
作

し
て
み
る
と
、
公
文
洋
の
川
ぷ
泊
ボ

は
、
入
札
結
集
や
選
挙
人
名
簿
等
す

で
に
凶
む
に
供
し
て
い
る
も
の
が
9

川
以
上
を
山
め
、
し
か
も
千
杭
き
に

労
力
と
時
間
を
要
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

道
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
る

お
そ
れ
ら
与
え
ら
れ
、

川川
市
一
に
取
リ

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
が
町
を
取
り
巻
く
厳
し

い
行
財
政
環
境
の
中
で
、
諸

問
泌
が
山
航
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
川

・
以
な
ら
び
に
削
係
機

川
か
・
句
の
謝
伐
い
や
務
が
明
、
ぇ
、
が
桜

川
ぽ
が
別
加
の
一
途
を
た
ど
リ
、
し
か

も
住
民
の
ニ

l
ズ
は
年
々
阪
総

・
多

機
化
し
て
い
る
現
状
で
は
、
現
トれ
の

組
織
機
比
例
で
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

F
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
リ
ま
す
。

愛
知
県
の
西
枇
杷
’
品
問
で
は
、
そ

れ
ま
で
の

9
深
を
礎
止
し
て

3
部
に

桃
川
統
合
す
る
な
ど
、
深
川
の
い
わ

ゆ
る
縦
訓
リ
立
ぷ
の
緋
除
と
協
訓
性

質
問

－
議
会
だ
よ
り

＠
企槻山台地定め池周辺

し峰

る
予
定
で
近
め
て
い
ま
す
ω

完
成
後

の
施
設
運
営
等
の
第
3
セ
ク
タ
ー

H

式
的
場
人
に
つ
い
て
は
、
地
域
山
光

の
効
中
化
を
凶
る
た
め
に
も
・
川
氏
い
打

誌
で
あ
り
、
活
条
件
の
制
約
も
あ
り

ま
す
が
、
施
設
の
機
能
を
生
か
す
運

営
方
法
と
し
て
第
3
セ
ク
タ
ー
方
式

む
含
め
検
川
し
た
い
と
々
え
て
い
ま

す

地
下
水
の
還
元

質

問

今
後
の
検
討
課
題

我
が
町
の
地

F
水
安
全
阿
川

水
比
は
、

2
5・
前
に

H
U眠
4

万
ト
ン
余
リ
と
公
υ
↑
科
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
社
、
山
が
・
8

装
出
等
の
急
泌
な

許
及
や
正
砧
誘
致
等
に
よ
ゥ
て
、
地

ド
水
の
叫
氷
門
川
は
附
州
大
の

一
造
を
た

ど
ゥ
て
い
ま
す
そ
の
た
め
、
一
叩
ゅ

の
地
域
で
州
沿
説
的
執
も
山
て
お
リ
、

地
下
水
の
使
別
後
に
お
け
る
遺
花
を

を
高
め
て
い
ま
す
。

勺
町
で
も
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
応

す
る
組
織
機
仰
の
改
善
策
を
品
じ
る

考
え
が
な
い
か
＠
お
聞
か
せ
闘
い
た

、。
・
L
V答

弁

行
政
組
織
機
構
に
つ
い
て

は
、
諜
や
係
の
統
廃
合
を
行

い
、
簡
素
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に

職
以
の
縮
減
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
ε一
万
、
今
円
の
多
様
化
す
る
行
政

－7
1ズ
に
応
え
、
協
策
を
松
極
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
組
織
の

述
総
体
制
の
強
化
を
凶
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
縦
割
り
行
政

を
改
め
、
慣
の
機
能
性
を
持
た
せ
る

．
』
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
そ
の
た
め
に
は
、
関
連
業
務
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
担
当
す
る

こ
と
や
企
画
謝
整
機
能
の
強
化
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

－
昭
和
白
年

2
月
号

＠



歳
未
た
す
け
あ

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
川
る
い
お

正
ハ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
昨
年
末

に
行
い
ま
し
た
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ね
か
い
思

い
や
り
が
た
く
さ
ん
併
せ
ら
れ
、

大

き
な
成
来
を
あ
げ
ま
し
た
。

ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
町
民
の

山
行
総
に
心
か
ら
は
ψ

凋
巾
し
上
げ
ま
す

と
と
む
に
、
刊
が
ふ
慌
の
お
肌
訴
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
町
内
会
及
び
民
生

委
円
以
九
位
に
対
し
深
く
感
泌
申
し
上

げ
ま
す
u

5
5
4
名

を

お

見

舞

い

併
さ
ん
か
ら
小川
せ
ら
れ
た
れ
砂
金
は
、

町
の
政
末
兄
妹
金
や
崎
市
川広
銀
行
の
支

出
金
と
合
せ
て
年
末
に

5
5
4
名
の

々
々
を
け
ん
仰
い
ま
し
た
。

そ
の
内
科
は
、
県
内
の
社
会
一
M
M
M．

就

任

あ

朝
日
町
の
あ
け
ぼ
の

線
高

O
日
め
ん
村
崎
ヒ
ス
イ
ぬ
作
か

ら
、
2
、
9
3
3
・
l
u
の

n馬
民
山

一川
ま
で
広
が
る
、
総
則
制
約

2
2
7

．ヰト力
J
V川の
朝
日
町
は
、
海
の
咋午
、

野
の
幸
、
山
の
幸
に
恋
ま
れ
て
い
る
。

駄
の
州
え
る
谷
々
か
ら
流
れ
る
出
測

な
水
。
紅
に
染
ま
る
山
々
に
米
突
を

求
め
る
鳥
や
け
も
の
。
暖
流
、
策
、
流

が
し
父
制
す
る
品開…
の
ん
五
附
山
山
内
”
打

ち
得
せ
る
械
の
洗
う
陶
山昨
の
小
れ
と

ヒ
ス
イ
や
£
石
。

数
万
年
の
水
い
問
、

こ
の
地
に
似
む
人
々
の
…
外
ら
し
を
文

え
、
心
の
型
か
な
生
活
を
営
む
必
総

と
な
っ
て
き
た
。

こ
の
必
ま
れ
た
白
然
邸
境
が
ほ
ぼ

二認定評蝿
…“同一 If 「

悩
み
ご
と
は

H

仙
配
ご
と
相
談
所
で
H

日
常
生
前
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応

じ
、必
切
る
助
一
一
口
と
指
導
を
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ど
な
た
で
も
お
公

税
に
相
談
し
て
解
決
の
方
法
を
見
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は

一
切
無
料
で
、

M

怜山積
は
雌

んす
し
ま
す
。

相
一
ぷ
所
は
、
毎
週
火
眼
目
、
午
後

l
時

1
4
時
、
初
日
町
一
泊
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

（
企
部
H
H
0
5
7
6）

い
募
金
結
果

施
設
に
入
刈
し
て
お
ら
れ
る
万
や
以

則
に
わ
た
っ
て
－入
院
し
て
お
ら
れ
る

万
々
に
は
、
町
の
縞
枇
係
職
員
と
社

会
悩
祉
協
議
会
の
役
只
が
慰
問
し
お

比
締
い
し
ま
し
た
。

ま
た
、
作
宅
の
汁
刷
や
ま
れ
な
い
家
庭

つ
i
i
j
i
l
l－

了
！ 歳末たすけあい
！募金の結果

1,688守9制Pl

1.028.000111 

96.016fll 

2,813,000PJ 

つ

弘
、

日払
は
、
こ
の
た
び
不
肖
の
身
を
も

ち
ま
し
て
、会
位
の
ご
般
紙
「
に
よ
り

制

H
町
民
生
委
員
協
談
会
長
に
就
任

す
る
ζ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ド織
に
身

に
ん
か
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
訂

正
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
上
は
、
先
擢
各
位
の

．
」
桁
与
を
仰
ぎ
な
が
ら
誠
心
誠
怠
努

＠ 朝日目T蕃窓銀行
( 12月11日～1月10日）

5.000PJ 

おりがとうおたた，，，い窓

14,03511] 

0ぶ川－ 広Illキクエさんから 10 '0001'~ 

\? . Llll f ・ ：神チ ii~ さみえさんから 11.16911] 

0小川建設工業（株j代表取締役｜吋囚三郎さ
んから 500,00QILJ 

¥? ;"r- 1 ~1 会教団内｜刈支部さんから 50.000円

。とく4うさんから 6,000向

。と〈手うさんから 35,000向

。II米紡縦（株）労働組イ｝diJi部さんから

100.381円

。術保小学校児市会さんから 7,277円

。山tlr命・｛左悶よいさんから 25,239FlJ 

り制ilロータリークラブさんから

発
見
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
約
3
5
、
0
0
0
年
以
前
に
約
ま
る

後
期
石
総
時
代
に
泌
す
る
も
の
て
あ

ヲ令
。制

日
川
で
は
、
収
わ
れ
ま
で
、
ζ

の

則
の
遺
跡
で
調
官
刊
は
さ
れ
て
い
な
い

が
、
終
一
川
の

「北
側
判
ム
け
」
や
、
古
崎

小
川
山
村
を
臨
む
城
山
地
球
の
鹿
山
樹
政

へ
伸
び
る

「
へ
し
」
の
徳
山

i
o
o

γ
前
後
の
白
地
上
で
、
計．
1γ
の
泊
物

が
は
集
さ
れ
て
い
る
ζ
と
か
ら
、
川

七
mw時
代
の
人
々
が
訪
れ
た
も
の
と

々
え
ら
れ
、例
臼
削
の
あ
け
ぼ
の
は
、

約

Z
M
年
前
に
測
る
ニ
と
に
な
る
。

縄

代
。制 lゴ l（~岳舛 ~lfl 会さんから

りかi谷工業所従来：w一同さんから

や
一
似
た
さ
リ
名
人
、
ポ
引
い
度
防
引一けい
刊の

む
々
に
は
、
地
区
め
い
民
生
委
引
が
訪

問
し
て
お
見
舞
い
し
ま
し
た
。

現
代
、
長
則
入
院
名
や
地
設
入
所

お
か
ら
お
礼
の
む
ぷ
や
手
紙
が
た
く

さ
ん
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
族
令
と

け
ん
持
令
の
内
ぷ
は
ぷ
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

h
M
を
尽
く
し
て
、
山市け
憾
の
期
待
に
添

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
持
同
似
の
撚
別

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
頼
い
刷
・
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会

環
境
は
日
ご
と
に
高
度
化
さ
れ
、
物

質
削
で
も
多
純
多
様
に
出
か
に
な
り

ま
し
た
。
以
刷
、
こ
れ
に
対
処
す
る

人
の
心
の
巡
れ
が
今
日
の
悩
祉
に
大

き
な
彩
縦
川を
与
え
て
い
ま
す
。

「
ふ

れ
あ
い

・
思
い
や
り

・
い
た
わ
り
」

入
浴
サ

i
ビ

特
別
売
必
主
人
ホ
ー
ム
「布
機
必
」

で
は
、
ト
代
之
の
ね
た
き
り
で
家
凶
で

は
入
浴
が
困
鰍
な
方
々
を
対
象
と
し

て
、
ね
ム
門
の
ま
ま
入
浴
で
き
る
特

妹
、
術
的
に
よ
る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

入
浴

H
に
は
、
寝
台
付
の
山
中
尉

搬
送
中
で
送
迎
し
、
総
代
は
無
料

（
町
負
制
し
）
で
す
。

現

4
8
人
の
方
々
が
利
用
し
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
本
人
及
び
家
狭

か
ら
と
て
も
必
ば
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
入
浴
凶
縦
な
方
は
、
お

気
斡
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

入
浴

H
は
、
似
迎
水
附
凶
と
土

叫

U
と
な
っ
て
お
り
、
む
か
え
に

う
か
が
い
ま
す
。

お
山
叩
し
込
み
は
左
記
へ
。

別
川
汀
支
持
．
t
jに州
市
町
吐
系

－

－

H
i
j
i
i
J
i
j
i
 

な
ど
、
人
間
本
米
の
地
械
の
述
術
感

や
紗
が
次
第
に
紛
れ
、
疎
外
悠
の
多

い
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
必
ま
れ
な
い

β

々
を
助
け
介
う
一
M
M忙
に
附
す
る
耐
久叫
誌

が

一
一
層
高
ま
リ
、
機
会
あ
る
ご
と
に

地
域
福
祉
の
向
上
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
。
民
生
委
以
も
時
代
の
変
造
に
巡

れ
な
い
よ
う
緊
密
な
連
け
い
を
と
り

蛸
阪
的
な
活
動
を
民
間
し
、
そ
の
任

務
を
川本
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
々

現

代

の

よ

う

な

形

に

会

っ

た

の

は

、

現

わ

れ

て

、
弥
生
文
化
の
発
展
と
と

約

l
ん
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ

も

に

終

る

の

が

純

文
文
化
で
、
こ
の

以
前
は
、
い
わ
ゆ
る
氷
河
川
代
の
、

時
代
を
縄
文
時
代
と
呼
ん
で
い
る
。

新

生

代

第

四

紀

洪

積

世

の

厳

し

い

寒

波

射

性

炭

紫

の

測

定

に

よ

る

年

代

公

の

氷

則

と

、

川

川

崎

弘

山

氷

則

が

交

で

い

え

ば

、
お
よ
そ
l
万
年
前
か
ら

瓦
に
向
然
を
支
配
し
て
い
た
。

始
ま
り
、
約

2
下
年
前
ま
で
続
い
た
。

人

矧

が

地

球

上

に

山

現

し

、

寸

前

動

縄

文

文

化

と

は

、

土

器

の

表

商

に

を
す
る
の
は
、
約

l
o
o
M年
前

と

制

刊

の

紋

様

の

あ

る

純

文

上

総

を

佼

い
わ
れ
て
い
る
が
、

U
本

に

そ

の

姿

う

文

化

を

桁
し
て
い
る
。

を
現
わ
し
た
の
は
、
約
凶

q
i
t
i、

i
？
t
i
l
J

縄
文
人
の
ふ
？
フ
の

万
年
d

川
と
い
わ
れ
、
大
三

i
J
I
l

－

－

：

l
：

ー

一

在

、

「
不

動

立

与

一

日

月

3
4
T
J
・

ピ

ヨ

乙

』

ヨ

一

ト

E
F
D

…

県
「
誌
の
」
泣
跡
や
栃
一

旬
判

W
E』

E
士
官

E
別
世

E
4
9
5
跡
で
主
さ
れ
た
よ
う

木
県

「
星
野
」
遺
跡
の
旧
一

・
l
・

l
｜

司

t

一
な
、
竪
穴
住
居
と
よ
ば

uuJK日付
。一
一
｜
朝
日
町
誌
歴
史
編
か
ら
｜

…
刊
行
止
日
刊

端
を
打
ち
欠
い
て
作
っ
た
「
！

i

；

：

し

る

に

は

地

簡

を

数
＋
勺

打
総

（
チ
ヨ

y
パ

l
）
を
、一上
体
と
す

似
リ
下
げ
、
き
れ
い
な
亦
土
を
出
し

る

一

わ

山

市

文

氾

を

待

勺

て

い

た

こ

と

が

て

ば

と

よ

ば

れ

る

よ

問

を

つ

く

る

。

想
定
さ
れ
て
い
る
。

赤
土
が
山
な
い
場
合
一
は
、「
下
山
新
」

氷

川

時

代

の

人

阪

が

銭

し

た

丈

化

遺

跡

の

よ

う

に

近

く

で

亦

土

を

掛

り

を
、
川
訂
以
文
化
と
い
う
が
、
彼
等

山
し
、
逆
ん
で
ば
に
放
さ
、
っ
き
附

は
岩
陰
や
山
任
ょ
に
住
み
、
大
小
の

め

て

士

一

間

に

す

る

。
赤
土
の
眠
い
床

動
物
併
を
追
っ
て
存
し
た
。
そ

の

遣

に

は

一

川

似

心

で

凶

ん

だ

が

を

設

け

て

、

跡
は
、

U
本
で
は
慨
に

2
午

的

所

以

れ

を

た

て

、

制

や

制

い

生

本

・
フ
ジ

土
、
山
県
内
で
も
1
5
0
前

所

近

く

が

ヅ

ル

で

村

木

を

し

ば

っ

て

民

似

を

組

文

時

け
本
の
先
史
時
代
の
民
裂
な
文
化

の
一
つ
で
、
旧
行
総
時
代
に
続
い
て

－
ふ
く
し
の
窓

＠

100.000円

19,019同

1, 300l'J 

3.071円

60,000問

。ポエム従業H-ruJさんから

りとく名さんから

。I克・中村栄i1fさんから

り八日会さんから

〔お詫び）

l片号・で「1:01口町錦鯉愛好会さんから

2,000円」となっていましたが，「20,00QITJ」

の誤りでしたので訂正してお詫びいた しま

す。

ス
の
利
用
を

（

E
m
u－
－

o
o内
線

i
1
6
4柑
）

特
養
ホ
ー
ム

「布
機
先
」

（
告
白

1
2
2
0
0）

企寝台付きの専用鍛送車で送迎

え
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、

「
明
日
を
桁
く
人
づ

く
り
」
を
落
盤
と
し
て
、
福
州
制
に
携

わ
る
人
を
脊
て
な
が
ら
、
地
成
福
祉

の
充
災
を
削
っ
て
・
ま
い
り
た
い
と
々

、
え
て
い
ま
す
。

ど
う
か

「
生
き
が

い
に
満
ち
た
活

力
あ
る
い悩
祉
社
会
づ
く
り
」
の
た
め
、

情
僚
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

刻
g
町
材
州

み
、
ア
シ
や
カ
ヤ

な
ど
の
刷
物
で
記

般
を
一
対
く
。

山
放
火
・
一
十
肘
の
山
’

は
、
い
災
は
涼
し
く
、

冬
は
一炉
で
火
を
燃

す
と
川
町
か
く
て然、

さ
が
し
の
げ
る
。

炉
は
食
べ
物
の
煮
た
き
や
夜
の
あ
か

り
に
、
そ
し
て
同
気
を
と
り
の
ぞ
く

め
に
も
役
立
つ
。

い佐
川
協
に
仙
…
を
つ
り

下
げ
て
お
く
と
、焼
製
が
出
米
上
り
、

木
の
笑
は
乾
燥
保
存
が
で
き
る
。

町
制
施
行
犯
周
年
を
記
念
し

て
発
行
し
た
「
朝
日
町
誌
」
も

残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

町
を
見
直
す
手
だ
て
と
し
て
町

誌
を
読
み
ま
せ
ん
か
。
購
入
し

た
い
方
は
総
務
課

へ
。

－
昭
和
白
年

2
月
号

＠



生活必需品価格
12月分調査 ( )(.t.lliinJヒ
品 r. f価 総 ;iz I古j

tιZ 、 p丹 HI t先 i'ilJ 
向 I'! 

225 225 （中1'I:洗剤・380mt) ( 0) 

ティ（シュベーハー 148～158 151 
400£文紙給人リ｝ (- 2) 

トイレ ァト へーパー
160～210 

186 
（放紙ロール4側斜Li (-9) 

沖と
4,880～4.890 4.883 ｛うるち米 ・n i：流j凶＊l ( 0) 

食 ， ~ ン
140～170 

157 
（普通品 ・l+:) ( 0) 

牛 ｜士i
380～420 393 （中l付・む｛， lllO K l ( .... 10) 

一
豚 I勾 148～I!的 173 
（中肉 ・{, {,IOOg l ( 0) 

τ〉 ff ン
258～298 

281 
( I ty) ( 0) 

'l.1!; 。II
215～230 

224 
(MサイズIOflAl) ( 0) 

fょ ま iJ 当f
125～175 156 ｛普通仏 lkg) (-59) 

{;f iL L、 し よ 148～250 188 ｛普通品 lkg) ( +14) 

ヨr
｛普セ・it!J,;;,I~、E、｝ 

、7 143 
120-180 ( + 8) 

人 奇書
（普通J/,I kgl 240～280 '-18) 

し よ フ i府
o 8 eピン入） 475～500 l + 2) 

み そ
278～335 

314 
（~ · 袋 lkg) （ト10)

ソ ス
178～210 189 ｛並・360mt) (-6) 

食 問 i自 529 
｛サラダill!・1.8 tピン人リ｝ 458～580 ( +39) 

H ill! 880～900 887 i記述・18f ) ｛ー121)

ガ ゾ ン
!19～123 

121 
（無鉛レギラー・lt付トデ！；1) ) (-6) 

講 言平
灯油は先｝~ に引き続き｛流ドがりし，外はお

おむね安定l(.Jに俄移しました。
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小
児
の

け
い
れ
ん

2月のけんこうu山
削
の
山
代
が

f
が
す
さ
ま
じ
い
け

い
れ
ん
発
作
を
起
こ
し
た
場
合
、
病

院
に
駆
け
付
け
る
ま
で
、
ど
う
し
ま

す
か
。一
番
多
い
の
は
、
タ
オ
ル
や
割
箸

を
偽
の
問
に
は
さ
む
万
で
す
。
し
か

し
、
ニ
れ
は
む
し
ろ
不
必
要
な
処
置

て
す
。
4vu
を
か
む
の
は
け
い
れ
ん
の

紋
初
の
瞬
間
で
、
そ
の
後
に
物
を
は

さ
ん
で
し
無
意
味
で
、
か
え
っ
て

u

腔
内
を
似
つ
け
た
り
、
呼
吸
の
妨
げ

に
な
リ
ま
す
。
そ
れ
よ
り
、
け
が
を

し
な
い
よ
う
周
凶
の
危
険
物
を
取
り

除
い
た
り
、
ぷ
服
を
ゆ
る
め
て
呼
吸

を
楽
に
し
、
分
泌
物
や
此
物
に
よ
る

窓
息
を
防
ぐ
た
め
、
釧
部
を
少
し
低

め
に
し
て
、
顔
を
継
い
に
向
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

白
分
に
は
無
関
係
の
こ
と
と
わね
思

い
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
小

児
で
は
脳
の
発
達
が
未
熟
で
、
ま
た

け
い
れ
ん
の
似
同
と
な
る
発
熱
な
ど

に
よ
リ
、
け
い
れ
ん
は
そ
う
珍
し
い

こ
と
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。
（
州
制
度
は

ω
%
i
m
%
と
－吉
わ
れ
て
い
ま
す
が

大
半
は
良
性
の
も
の
で
す
。
）

小
児
科
の
さ
さ
や
か
な
願
い
と
し

て
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
時
の
処

山
を
陥
の
片
す
み

に
留
め
て
い

た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
明
日
町
立
山
病
院

小
児
科
医
長

三
枝
伸
子

の
献
血

協
力
者

名

げ

月
実
施
分

水
島
敬
太
、
水
島
義
時
、

愛
境
地
区

国民年金

私の質問箱

障害J，~礎年金｛ムどのようなと
きに受けられますか。

障害）.！；礎年金は，｜五11己年金にJJll
人している1141に病気やケガを して

1i1;1 ·.~；.者になリ ． 保険料納付生rn，をみた

している人が交けることができます。

1;:;.:・gの料肢は．補欠 ・ケプ／をして l
iド6か月たったとき（そのがjに陣容が

l11il：どした場合は同定したとき）に附告：

·~；級に必当していることが必j~で忌す。

また. 20以前に障害者となった人は．

20ぷになゥたときから支給されます

年令頒｛ま．

1級 778,500向

2級 622,800円

長給十程が発.＇..］：ーしたときに、 その人に

と1:.,JI・を締持されている181＆未i仰の子（防
刀打の場合は20歳未満の（）がある場

介Ii加算額がつきます。

Z人まで（l人につき）HStUSOυ円．

3人向以降（l人につき ）62.300向。

障害の めやす
r---『r---

・めがねをかけてしはとんど見
えない 0
・Rのそばで大;:Jiて・，；，r;i'しても
はとんど聞こえな、、。

• ril • i 臥i:I〆JIJ を ~ さない。
・両h.：がJIJ＇を足さない の
・体グ〉下1山がきかず．寸・わって
いることむ立っていることも
でさない。

・ゲ〉カ＇j.,1をカ、けて｛，l.fんペコリと
しか！.！.えな川、．
・土rもとで大声でも、われてどっ
にか11tlこえる。
・片)jの子または）.（＿的指の寸 べ
てがないか、または）＇，・T'・か）＇，＇
えがなし、0
・例えの1'1111がきかずJJ;≪ ニとが
て“さなし、。
・精神怖に？？で入院すみ必・必はな
ゐ、が1I 'i：＇；生活がでともない．

間

~ 
0 

制
控
尚
、
氷
山
和
彦
、
末
上
克
波

宮
崎
地
区

水
山
誠
、
松
本
以

f
、

n川
町
弘
、
大
浜
ハ
ル
イ
、
水
品
由
紀

…
子
、
加
藤
好
進
、
松
本
研

一
、
水
島

正
之
笹
川
地
区

竹
内
み
の
る
、
竹
内
普

…
志
、
勝
回
一
誠

一
、
寺
町
正
広
、
根
内

和
子
、
長
井
保
子
、
勝
目
夕
美

…
泊

一
区

島
国
勝
義
、
土
居
勝
彦
、

一
悔
泳
文
雄
、
加
ぬ
均
、
双
川
秀
子
、

…
近
江
幸
男
、
」
rH
沢
弔
武

泊
二
区

水
山
義
じ及
、
川
川
和
夫
、

…
水－
M
tん
鋭
、
横
川
内川

f
、
米
間
三
和

rT
、
寺
国
美
保
子
、
脳
挫
防

f
、
下

…
沢
道
代
、
小
坂
美
校
子
、
川
端
幸
子
、

船
木
正
之
、
湊
雅
子
、
下
沢
久
直
、

畑
瀬
年
明
、
中
山
い
川
平
荷
、
悔
搾
栄
了
、

佐
波
訓
治
、
笹
川
地
夫
、
岡
本
純
夫
、

大
平
k
r
一
、
旧
小
秀
夫
、
金
滞
英
二
、

内
川
世
紀
伝

…
泊
三
区

谷
孝
殿
、
革
問
的
美
、
小

問
友
次
、
氷
山
幸
三
、
山
木
修
、
金

森
郁
子
志
、
谷
U
健
一
、
法
岡
芳
樹
、

…
今
本
長
帯
、
名
取
光
、
船
山
川
公
下
、

…
池
上
尚
代
、
市
制
山
惣
子
、
平
山
川
下
、

…
大
村
・
枚
、
只
泊
様
、
民
相川
U
，，T
e

、
半

…
沢
一
博
、
平
坂
光
安
、
平
野
清
彦
、

山
口
一
男
、
大
村
常
雄
、
山
本
仁
、
黒

坂
菊
光
、
長
法
修

…
五
箇
圧
地
区

西
村
古
楽
、
南
茂
探

…
下
、
大
久
保
享
、
金
沢
正
道
、
鍛
治

孝

f
、
古
江
勝
必

…
南
保
地
区

勝
以

M
正
、
川
上
末
子

一
中
山
光
倍
、
勝
川
見

一
、
小
以
内
川
文、

川
A
n
純
次

…
山
崎
地
区

山口友達
．止
ぃ
仏
、
名
古
屋
由

…
美
子
、
安
達
律
了
、
江
端
孝
雄
、
道

一
品
た
け
子
、
牧
野
克
一

、
堀

土
谷
チ
、

…
水
野
畑
口
、
仙
名
恒
好
、
長
涼
法
芳
、

一
辿
栄
哲
男
、
稲
比
例
．且

…
大

家

庄

地

区

中

山
久
英
子
、
木
ル

…
初
チ
、

．
れ
儲
山
山

f
‘
川
げ
山
脈
政
愉
町
、
大

一
久
保
久
江
、
藤
田
朋
了
、
水
品
王
栄
、

…
木
針
真
紀

f
、
坂
口
朱
実
、
山
阿
久

美

f
、
岡
山
義
弘
、

山
井
光
尖

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
，さ
い
ま
し

た
。

（

1
1
1
名
）

総

年目t

！孟

－
く
ら
し
の
情
報
室
。

悪
徳
商
法

抵
当
証
券
、

に
せ
薬
、
に
せ
ブ
ラ

ン
ド
商
品
｜
｜
。
昨
年
全
国
の
警
祭

特
に
叫
偶
発
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
悪
徳
商

法
に
よ
る
被
害
総
制
が
、

9
2
6億

円
に
も
な
り
ま
し
た
。

ご
の
っ
ち
財
テ
ク
犯
罪
は
、
高
利

を
エ
サ
に
預
か
り
金
を
集
め
た
も
の

が
日
件
、
抵
当
証
券
な
ど
証
券
取
引

に
よ
る
も
の
日
件
、

海
外
先
物
取
引

な
Y
商
品
取
引
に
よ
る
も
の
7
件
な

ど
計
的
件
で
、
被
害
者
総
数
は

2
2、

3
0
0入
、
被
告
総
額
は

3
7
0億

8
、
7
0
0万
円
に
の
ぼ
り
、
一
人
当

た
り
平
的
被
害
制
は
約

1
6
6
万
円

に
も
な
り
ま
し
た。

ま
た
、
健
康
、
美
容
プ

l
ム
に
つ

け
込
ん
で
、
薬
効
や
美
容
効
果
を
う

た
っ
て
、
健
康
食
品
や
不
良
化
粧
品

を
花
り
つ
け
る
に
せ
薬
の
販
売
事
件

が
、
史
上
最
向
の

3
0
6件
に
も
の

ぼ
り
、
販
売
総
制
は

3
7
2
億
7
、
3

0
0万
円
と
、

昭
和

ω年
の
約

5
依

に
も
な
っ
た
と
か
。

販
売
方
法
も
マ
ル
チ
ま
が
い
、
キ

ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、
訪
問
販
売
と
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
に
せ
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
不

正
商
品
販
売
の
摘
発
は
、
ー
、

3
4
5

件
で
、
前
年
の

1
、
2
0
6件
を
大
き

く
上
回
り
、
正
胤
の
発
売
元
の
被
害

額
と
も
言
え
る
売
上
総
額
は
、

1
8

2
憶
9
、
0
0
0
万
円
に
む
達
し
て
い

ま
す
。
不
正
商
品
の
う
ち
、
と
く
に
ビ
デ

オ
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ゲ

l
ム
ソ
フ

ト
の
複
製
が
激
期
し
て
い
る
と
か
。

ま
た
、
海
外
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ピ

！
商
品
の
押
収
も

7
8
、
0
0
0点
に

の
ぼ
リ
、
多
か
っ
た
の
は
「
ロ
シ
ニ

ョ
l
ル
L

の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
や
「
ル

イ
ピ
ト
ン
」
の
バ
ッ
グ
類
だ
と
か
。

こ
れ
ら
悪
徳
商
法
は
、
マ
ル
優
制

度
の
廃
止
、
売
上
税
の
新
設
論
議
な

ど
や
小
道
具
に
、
さ
ら
に
拡
大
す
る

気
配
が
強
く
、

「
過
度
の
利
殖
志
向

は
悪
質
業
者
の
思
う
ツ

ボ
、
注
意
し

て
ほ
し
い
」

と
轡
察
庁
で
は
呼
び
鈴

け
で
い
ま
す
。

紙
上
交
換
コ
ー
ナ
ー

譲
り
ま
す

マ
ス
キ
｜

（
1
4
0
セ
ン
チ
）
、
ス
キ

l
靴
（
幻
セ
ン
チ
）
、
ス
ト
ッ
ク
の

一
式
（
小
学
4
年
生
が

2
年
間
使

用
）
無
料
。

マ
ロ
ー
ラ
ー

ス
ケ
ー
ト

問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
は
、
総

務
課
広
報
係
へ
。
ま
た
、
「
譲
り
た

い
も
の
」
や
「
求
め
た
い
も
の
」
が

あ
れ
ば
同
じ
く
総
務
課
広
報
係
（

g

m
H
1
1
0
0
内
線
2
0
4
番
）
ま

で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

－
昭
和
白
年

2
月
号

。



武
朝
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

副

ス
ポ
ー
ツ
少
年
同

附
川
叩

抽
出
川

棚
川
山
v

n
H
H
H
H
 

‘ 朝日バレーボールスポーツ少年団

は
月
7
H
、
宮
山
県
体
行
セ
ン
タ

ー
で
間
的
附
さ
れ
た
第
3
凶
山
山
県
小

学
セ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
、
朝
日

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
男

子
チ
ー
ム
（
柳
下
川
雌
代
表
）
が
健

闘
、
2
佐
に
入
賞
し
ま
し
た
。

同
少
年
間
は
、
臼
年
度
の
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
自
也泊
し
て
、
練
絹
円
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

準
決
勝
明
日

2

1

0
長
岡
B

（
向
山
）

決

勝制
N
1

1

2
・以
附
八

（山
山
）

町
卓
球
選
手
権

大

会

を

開

催

ロ
月
M

H
（
円
）、
制
円
町
民
総
ム
川

からもらったの当ったよ」と大さわぎ

になりました3

4月竹田
青年議会本会議

12月15日～

6カ、！f.部2分凶 7かif.

部5分団 2か年

消防長功労章

北山幸 弘l分UI分団長）

水1：.~ 目先 ＼6分UJ分凶上主）

消防団長功労章

作lI 誠一 （I分卜JjfJEtU.吉田武久 （2 

分I・JI!寸｜民）．西村長!Ill( 3分間HEHl.I.よ；

川t!i'iK( 4分凶Hf.hi:）.大j龍治.1f・:( 5分

l·J-IJ~I：士三 ） ， 米谷戎~).:; ( 6分団団只）

消防団長表彰状

ノ·j(~ f’ dιu ( 1 ~｝［1·1 1封 j i), 岡印刷l犬（ 2 

分H1凶只），近！総tit広 （3分凶凹Ji）.凶
I i司」J-: u，~ ( 4分間r-1・11i ），勝印努 （5分l・R
1・・111-i）.水島照キ （6分凶同民）

第3分間

レ
ド

J

a

 

a

－h
 

l
d

’
 

H

フ
仲

晴

A

4

，
、ン

.記念式典lこ合わせて
発刊された「シュプ－）レJ

・.. 

同OJ.，・ヲ，T

体
以
川
館
で
第
2
阿
川
明
白
町
内
ト
球
選
下

枕
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ト
入
会
は
、
州
巾
球
協
会
主
似

の
大
会
で
、
蹴
技
力
の
向
上
と
縦
時

を
目
的
と
し
て
、
中
学
生
か
ら
一

一般

ま
で
本
1
8
0
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

①
肘
波
小
ぶ
樹
②
道
刷
昭
雌

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

①
上
品
必

f

②
上
一
小
勝
美

男
子
ダ
ブ
ル
ス

①
小
杉
昌
幸

・
水
島
一
友
組

②
水
間
究
行

・
久
保
田
富
雄
組

女
子
ダ
ブ
ル
ス

①
上
品
恵
子

・
小
林
郁
紀
組

②
点
品
良
チ

・
高
畑
型
加
机

町
内
か
ら
2
人
参
加

柔
道
強
化
選
手
合
宿

全
采
述
の
凶
限
式
A
n
柔
道
強
化
遺

手
合
宿
の
メ
ン
バ

ー
に
、
制
川
中
学

校
の
南
保
徳
双
討

（初
段
回
同
級
）

と
立
花
町
入
計
（
初
段
河
比
級
）
の

出2：｛凶朝H町青年議会の本会泌がこ

のH役場泳場で開会され． 名委~k報

；’tのあと， Iii：年の8月21日の組織議会
以;fr:，町政について学んできた成果と

して．谷川法一議員ら12人が.r町民文

化会館の，建設J ，..宮崎海岸の開発J 「道

路i;if:MUJr学校統合」などについて・般

t'ttnJL，閉会しました。

？月10白
山崎小で年賀ハガキ抽選会

・ ・ ＂＂：；；.，，，＿~一－ a 

2
人
が
参

君

加
し
ま
し

保

た
。

婦

A
n｛仰は
、

は
月

n口

か
ら
4
日

間
、
東
京

沼

の
講
道
館

距

で
行
わ
れ
、

企

オ
リ
ン
ヒ

γ
ク
選
手

か
ら
中
学
生
ま
で
、
年
代
別
の
ト

ッ

プ
選
手
を
集
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

2
人
は
中
学
の
部
（
全
国
で
四
人
）

で
選
抜
さ
れ
た
も
の
で
す
。

第

5
園
町
民
ピ

l
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

決 男
大 Ji大 iVi子
家勝附’ぶ決 の
庄 ll: Ii: II券部
A B A 
2 2 2 

0 0 
大 iFI

*..: 
l主区
B A 

4月15日
ょの H 午前10時から， cl • 央農協会fiH

で／J文人式が行われました。刺円側lのl記

入行は，229人 （男112人."tz:ll7人）で．

そのうち165人が参1J日して．キャンドル

の淡い光のi:Jiで厳粛な成人式が千1＂われ

ました。

成人式

ヤ~.

企当選番号ガ決まる定び喚声ガ／

1
五
閉
店
8

Vキャンドルの光のゆで行われた式典

山崎小学校（全校児京155人）ではこ

のII，校内年目ノ、ガキの抽選会をhい

ました。

これは，学校で作ったハガキに孫サ

をA1lll＇）込んて’発行 （2,650枚）し，イ－供

たちはそれぞれ友達や同級生にあてて

校内のポストに投かん。それを持ちよ

り． 1 ~寺：のアルバムから 4 等のポール

ペンまでの抽選会が行われたむので，

円似をまわして当選番号が決まると．

r当った」 「l番速いだJ rooさん

12月27日
小沢さん「白寿」
山崎山正の小沢つやさんは，この日

白が （9%'ll:）の泌：tHを迎えられ，町

民を代4長して，対1.HtlllfLえからtll~－ 、状と

V町長から椀い状を贈られる小沢さん

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

女
子
の
部

検
決
勝
大
家
庄
A

2

1

0
山
三
区
A

山

崎

A
2
1

1
柄
引

A

決

勝大
家
庄
A

2
1

0
山
崎
A

第
辺
国
町
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
子
一
部

①
瓦
筒
庄

男
子
二
部

①
泊
二
区

女
子

一
部

①
泊
三
区

女
子
二
部

①
山
崎

②
泊
三
区

②
泊
三
区

②
泊
二
区

② 
岐

12月15日
朝日スキークラブ創立30周年

朝日スキ

ークラ司会

長 ・小；村仰i

男・会只162

人）では、

こグ〉日夕ラ

ブおIJ'St: 30 J,'d 

年記念式典

を行い三し

た。

また， 30

同年を機に編集された記念誌 「シュプ

ールJ を光干lj030年のあしあとを三と

めました。

この「シュプールJ は．希望するガ

に’夫代（2,000円）でl)(i.{Jjするそ うです。

ほしい｝）は，スキークラブ事務局 ・機

谷 ・Jj[)j （包82=2511）までゆし込ん

でくださ L、。

第
幻
田
町
民
柔
道
大
会

州
中
決
勝
境

2

1

0
大
家
山
町

五
筒
庄
2

1

0
山
崎

決

勝境

2

1

0
五
箇
庄

お
す
こ

弐
仰
い
決

や
か
に
，
A
む

ill 1•11 京消 i脊上笹

｜場 1;_1:7/<水

｛米側lIJ!f IBf町 町 川

竹
内
録
集

長
男

雅

締

山
口
茂
一

長
女

佳

子

占

市

明

二

男

拓

也

・水

品

正

長

広

め
ぐ
み

寺
崎
ぶ
夫
三
出力

淳

高
邑
和
字

二
久
さ
や
か

木
村
王
・
珍
以
山刀
ト八

毅

下柳殿制的： I:

山 道

新田町針谷下

組
問
俊
則

長
男

将

太

長
崎
正
前
長
女
絵
虫
来

米

孝
志
二
男

ハ

彦

江
端
年
相

二
m力
正

樹

坂
口
弘
文

長

女

友

生

森
田

猛

二
女

禾
日
織

お

し

あ

守

強

A

’
o
一
泊
－

わ
せ
に

ぷ
内
」

｛一
ト
繊
川
町

一
小

吏

「
総

持

町

戸
中
三
浦
町

「
日

米

町

一回一

条

市

・
卜

山

新

｛
入

普

町

ぷ
旋

山
美
子

刷

光

由
品
川
川
用
品

政

俊

栄

f

本 er• j泌す宇水戸＊~イ ｛

出 向 ）ilI I lゐ且l下烈

英

奈敏

ご
め
い
ふ
く
を

ぞ震

下下総｜！姪艇同町月月沼東西上笹

． 山 山 I有 益下横

昭 新新監f谷谷＇＊ ・保山山保野町尾川
和
62 

2野野 崎 原町涼村野原且｜凹沢 井

月 米久m久 芸名安 政 はあっ祐高 佐
玉三 次 宙

4D ~~ 二 足吏受注政支竺芝主産
2.§ ~ ~ 57 8 ~ 82 87 ~ 76包5818 ~ 

ヒ勝犬 イl：総長大手f米長松中長何
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朝日町立中央図書館

本
の
紹
介

「
俳
句
の
楽
し
み
」

飯

言E

太

田

現
代
俳
句
界
の
大
御
所
、
飯
川
龍

太
の
実
践
的
な
俳
仙
，
の
入
門
J
A
H
h

俳

話
を
中
心
と
し
て
、
俳
旬
，
の
約
束
ご

と
（
定
明

－
k
f
題

・
宇
品
位
寸
）
や
句

作
リ
が
向
然
と

m
M
m
で
き
ま
す
。

宮 崎 卓球部

「
短
歌
に
親
し
む
L

岡

野

弘

浪
花
ま
ま
ご
と

Ill 1悲
辺 WI
4担m
子・紋

作
歌
会
μ
ケ

の
い泣
い
れ
・附
軒
弘
必
の

初
め
て
の
入
門
書
。
日
常
と
欽
と
の

枇

（え
に
し
）

を
ぷ
鎚
に
、
歌
作
リ

を
楽
し
め
ま
す
。

彦

ア
リ
ス
の
ケ
ー
キ
・
雇
さ
ん

新
し
い
本

（
一
般
書
）

マ
マ
の
時
着
は
aU
寸
業
ガ
ウ
ン

l'.2老
Iii. ＂、
ミた
ツち
（－ グ〉
の記
や
る
つ

き
や竹必
な永村
い綱
／子.it

向
日
原
ミ
ツ
子

田
中
の
り
チ

紙
オ
ム
ツ
を
使
わ
な
い

で
／

こ
こ
ろ
で
聴
く

マ
マ
、

谷
口
村
叶V内H

治
的
m
和
内
の
いH
ハ主

む
う
い
ち
ど
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク μ

、、
、、z

J
Hリ？
a

川
上
山
μ

門小
夫

キ
せ
の
川
仰
が
き
こ
え
る
阿
川

へ
レ
ン

似
似
屯
政
市
日
本
紘
一
必
山
版
協
会

以
内
身
の
た
め
の
怯
し

い
同
恕

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ

・
サ
ガ
ン

（小

説

）

北
溺
殺
人
事
件

象
庁
の
慌
の
殺
な

111岩 新山尚
川坂井良僑n・ J.¥J：索 ：... ~ 
彦 fイDI¥J主

ラ
ビ
リ
ン
ス

ミ
モ
ザ
の
林
を

マ
ジ
ャ
｜
ル
の
女

おU?'Iに行かないと．なんだか変な忘

れ物をした様なれ持ちが次のj自の総¥l'f

日まて徐立〈 。 糾ll>／は j~－ 11 1 1 。 11fj自土llM

円の伐7時.，えから，・1:・;'1な小ザ：校体育館

でfl勺ています。1mH17人（9~ fl: 7人，

女性IO人）プラス多数がtRまリ．9 n与
までのわずか lll;J.tl¥J ・1’：ですが．札打．サ

ービス．レシープ笥：にii：を流します。

愛/j{-会から，＇I＼党してれよそ10年。よ二

の問。）lj改純U：. ひいき｜｜で凡てかな1)

良い）jt.ごと足、勺ています。lllfN大会や

郎｛本てすま優勝ニそ数少ないカペ；kl！券や

｛｜司入社は必ず取勺ています。それも皆

カ（•:i.球大好き人l:llだからか。しかし我

巾々.I:R店l>Lt，それだけではありません。

部Uのつながりがとても良〈 ．芭若男

女ひっくるめて同級化！進党て’｛・lき合う．

ii'"if!JJむ’；i. .f;J<だけではなく ，ハイキング

やリンブ狩り．スキーとさまざまな行

事をttいます。しかも必ず家紋ぐるみ

で行動するよとにしています なぜ，

技が1;i.球部はそうなのか。科；えはかん

たん。.fji.に.1：げ求だけの｛・j・き合いに した

くないと侍が忠司ているから。むりを

して~1・えば． • :i.J別立 .i~Jlll供の下はでも良

いとJS・えています

北
方
議
三

山
口
洋
子

:If;点冬
女~；こ
はの そ
午 ！；：.：獄。lj Lt 
二 走
時る

版
薬 森勝 る
本村自
主主
'ft!.一 科

死
海
の
伏
流

双
必
の
蛇

上

下

れ
ん
げ
読
書
会

日

時

2
川
同
日
（
水
）

午
後
l
時
却
分
i

M
祉
セ
ン
タ
ー茶
道
主

『
ゆ
っ
く
り
来
日
以
久

子
マ
ラ
ソ
ン
」
・十
刈
あ
が
た

d』

:JX 

場

テ
キ
ス
ト

絵

留

の

会

日

時
ド
’リ
o
t
T
i

ん
寸
・H
n
l
u
p
a司

会

場
一
仙
社
セ

ン
タ

ー
し
ム
問

2
川
お
日
｛水

V練習に集つだ部員だち

－
昭
和
白
年

2
月
号
＠

町への寄 附
< 12月118-1月10日〉

Oi白 ・ 明文：：~： ：；1千店 ；さんから絵[lllj ( 45万

川相l当）の；日千F付カZありました。
。白山市の瓜生｛変数さんから書（自賛美）

の；仔｜併がありました。

。入i(flJITの向山粕研社（社長 問中~l"c )

さんからげl小学校へ，机 ・尚子など

65万円相当の寄附がありま した。

V
全
凶
に

「川
川
口
町
」
が
い
く
つ
あ

る
か
ご
存
知
で
す
か
。
北
海
道
、

山

形
県
、
福
井
県
、
三
重
川
市
に
一
町
づ

つ
で、
当
町
を
加
え
て

5
町
。
ま
た
、

「朝
日
村
」
は
、
山
形
県
、
新
潟
県
、

長
野
県
、
岐
’
Ml
以
に

．
付
づ

つ
の

4

村
あ
り
ま
す
。

V
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
町
村
で
交
付
し
て

い
る
広
報
紙
の

名
前
は
、
広
獄、

町
報
、
村
報
と一札

・』
そ
迎
っ
て
も
み
な

可あ
さ
ひ
」
で

す

ぷ

紙

だ

け

を

けん
る
と
ち
ょ

っ
と

変
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

V

「同

名
の
よ
し
み
で
広
州
聞
紙
の
交
換
をも

と
山中
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
あ
る
広
報
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た

機
会
が
あ
れ
ば
‘
砕
き
ん
に

も
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

〔1月1日現在の人口〕 男 8.774（ー 3）女 9.832(+8）計 18.606(+ 5）世帯数 5.'101( + 13) 


